
郵 須 野 巡 検 (松井先生)

10月 10日 ～ 13日

松井先生御指導の巡検に参加できるのも私達が最後,そのせいか那須野巡検は雨にたたられ ると

V'う恒例にもかかわらず, 2日目に小雨にあっただけで,あとは好天に恵まれ幸V,であった.

10日 朝 6:54上野発の普通電車に乗 りこむ｡車窓観察開始. 目に見えるもの全てを観察す

ることのむずかしさを痛感.川口の町にある水たせ りが荒川の後背湿地の特徴であること.防風林

の樹種が所によって違 うことなど,先生に御注意いただ き初めて気付いたりした.武蔵野台地-

荒川沖横地 - 大宮台地 ･･･と,土地の起伏に 上って農作物,集落形態をどが左右 されている.

午後は中山から平林にかけてを調べた｡坂で比高を調べ地形面を推定する｡泉 (この地方では出

釜 という )らしきものを発見｡水の湧 き出る泉の イメージとは違 ってV,た.巡検でなければそれと

気付かなかったろうO蛇尾川は川幅に比べて水量が乏 しかった.疎は陶汰が悪V,.扇状地河川の特

色であるO 中山から平林に続 く道で迷い,前に歩V,た道に戻ってしまったO別の道を通 って行 く.

田の中に揚水ポンプを見つけるO,｣､さかJ＼犀で予想外だ った. この付近は湧泉帯以南なので,水利

は良vlが補充のためVCあるのだそうだ.平林でも比高を探るO,｣､川(蛇尾川の支流 )の侵食は下 流

の方が深かった｡

11日 笹原から鹿畑にかけての那須野面 と親園面の境 (ガケ )を追跡.途中,農家 と非農家の

建て方の達vlの実例を見る.農家は日光を多 くとり入れるために南向 き,非農家は道路む きに建 っ

ているOガケの追跡は地形面が耕作に よって人為的に改変されてLOるため困難だったO水田の面の

高さがわずかずつ違 ってV,るために,どの面 までで区切るかがよくわからない.地図の土地利用で

桑畑 となっている所 (現在は水田化 してt̂る)で境になるらしい｡農家a)庭先に高さ50の伯 どの

半地下式サイロを見っけた.一頭分の飼料程度の ものだそ うだが現在は利用されてLnなho

鹿畑から酉にむかうo 新 しい用水路がある.地図でたどると分岐点はかな如 ヒであるO新造中の

切 り通 しがあるO蕗頭で ロームと鳥の呂疎層を観察O鳥の目疎層は陶汰が悪い.保水性は あまり良

くないそうだ.切 り通 しの上は金丸原面である｡

12日 ガケの追跡を黒羽街道まで続ける予定 で,昨日の最終地点か ら調査開始O 好天でまわ b

の山々が くっきり見え る.金丸原面は完全に開田され,広い田が広がっている. コンバインを利用

して種取 り,脱穀を同時VCやっているの忙出あったO貯水槽があった.揚水ポンプを利用 してV,ち
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らしVlが,ポンプ′J､屋は見えをかった.昨 日のガケの最終地点に戻 り,その後,不明瞭な比高 1-

2m ぐらいのガケをEf]畑の中からさが しだす作業を続けるo根気のt̂る仕事である｡一枚の地形面

図を完成させるのに,こん 夜に時間をかけるとは知 らなかったO らェうど収穫期夜ので,--べス

ター,脱穀機,もみす り機(?)などの作業が見られた｡稲の干 し方がはぎ,棒 ぐh利用 と-足 してい

ないのは,開拓地のためだろうか｡那須第二分水 (品川堀 )を見る.水団面 上り低 く流れが早 ho

もっと下流に水を供給 しているらしho典型的な農村の商店 (よろず尻 )が時々ある0

15 :00頃黒羽街道に至 るO ガケの追跡が完 7したことが うれ しLn｡川上ほど比高が低 くなっ

てV'る0

13日 10日の最終地点のあた りから中山を通 って城山まで.城山で景観を見る予定｡平林の

坂は親園面 と低位面の境らしい.低位面の一段高いところに加温式のビニール- ウスがありキュウ

リを収穫 していた｡硯在は加温 していなhが,この収穣後, Lマ トの栽培に利用するそ うだ｡中山

に抜ける那須野面は山林になっているo樹種は混合林｡ シイタケの栽培をしてLlたO先 日道をまら

がえた場所を確認o途中, 菓トウガラシの塩漬を作 っていたo佃煮にす るためだそ うだ｡那須野は

トウガラシの産地なのだそうだ｡

城山の見晴 し台からは,金丸原画の閑はされた様子が よくわかるo農家は防風林に囲まれ散村的

だが.市街地は密集 している.城山を降 り,旧陸羽横道を歩 く O 現在は人通 も少覆いが,家並は他

上 り立派 夜気が した｡道が雛型に曲 っているのは敵の来襲に備えてのことだそうだ.大田原の城下

町 としての一面をのぞL̂た上うな気が した.

この巡検で私達は始めて,地坪をてLlねVlに調べることを習った.細かh兄のが しそうなことで

も徴細地誌Kかhては大切なことが奉るrJだo地形面図の作成にかける手間等, 『君達の在令 より

も長 く』那須野を研究をきってい る松井先生の研究態度を見せていただ き,この巡検での本当VC貴

重を体験だ ったと思 う. (3年 柴 団裕美 )

木骨谷 ･富山巡検 (浅海先生)

昭和 47年 10月18日～10月20日

10月 18日

8 :20東京発 こだまに乗車 して 11:05分名古屋に着 く.それから名鉄に乗 b換えて,犬山
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